
新年あけましておめでとうございます。昨年は大変お世話になりありがとう
ございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。昨年12月に「青年塾」
リーダーセミナーの最終講で「上甲塾長」の「ご縁のお裾分け」を頂く企
画とも言うべく「普段会うことのできない方」との対談で「昨年、WBCで日本
チームを世界一に導いた栗山英樹監督」のお話を直に拝聴する機会を頂き
ました。「WBCとその代表選手達」の採用から活躍まで、昨年、日本中を歓

喜に沸かした試合の裏舞台と「栗山監督」の思いを対談形式でお話していただきました。セ
ミナー前の事前学習として、栗山監督の著書「栗山ノート２」を読破して挑みました。この
本には、WBCの監督として、就任してから勝利を収めるまでの一部始終が書かれているので
すが、驚いたのは、その時々の監督として「決断」と「決定」を常に客観的に捉えているこ
とです。特に「論語」や「古典」に記されている「先人からの教え」を幾つか引用している
ことでした。とても緻密に「世界一を奪還するまでの勝利への道のり」が計画されていまし
た。特に日本人大リーガーの起用には注力されたそうです。「世界を舞台に活躍している
選手」は日本でプレーをしている選手に良い刺激とアドバイスができるであろうと考え、直
接アメリカまで行って交渉をされたそうです。「ダルビッシュ有」とは、奥さんも交えて一緒
に食事をしながら、今後の日本の野球界の話まで発展したそうです。事前に栗山監督は、
自分の思いを伝えるために、今回招集した全選手とコーチ３６名に直筆で手紙を送られたそ
うです。「自分の成績に拘らず」「日本チームの勝利のため」強いては「未来の日本の野
球界のため」にみんなに活躍してもらいたい。それには、主体性を待たせるためにも、全選
手に「あなたは侍ジャパンの一員ではなく。」「あなたがジャパンです。」だから今回の日本
チームにはキャプテンを作りません。全選手が主役で、また各々がキャプテンでもあるという
ことです。その様な空気感の中で、WBCの経験が豊富な年長者である「ダルビッシュ有」は
積極的に若手選手の指導に当たっていたそうです。栗山監督は日本ハムファイターズで１０
年監督を務められましたが、「ダルビッシュ有」がちょうど大リーグへ移籍する年に就任さ
れたので、直接、指導したことがなかったようですが、今回の「ダルビッシュ有」の献身的な
行動は「勝利への一助」となったことは間違いないようです。そして、何よりも心に残るお話
は、決勝戦直前の大谷翔平の言葉です。みんなに向かって「今日一日だけは、大リーガー
のスーパースターの選手達を憧れるのをやめましょう！僕らは今日を超えるために、トップに
なるために来たので、勝つことだけを考えましょう！さあ、いこう！」実は、試合前に、通訳を
通じて、エンジェルスのチームメイトでもある「マイク・トラウト」に
サインボールを３ケース程、お願いしてあったそうです。（笑）こんな
茶目っ気たっぷりで、相手への心遣いができる大谷翔平はやっぱり
「人間一流」ですね！大谷翔平の幼少期の教えが3つあります。
「①晩御飯は、お父さんが帰ってくるまで待ってみんなで食べる」
「②名前を呼ばれたら大きな声で返事をする」「③自分の部屋にこ
もらずリビングで家族と一緒に過ごす」このことを付け加えて監督に
教えていただきました。今年も一つひとつの「学び」を「仕事に還元
して」皆様へ「良いサービス」を提供できるよう努めて参ります。
今年もどうぞよろしくお願いいたします。
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